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temporal-structure and level information to lateralization performance in young and early-elderly 
listeners" in Physiology, Psychoacoustics and Cognition in Normal and Impaired Hearing (ed. Van Dijk 
et al.), Springer, 19-28. (Proceedings of the 17th International Symposium on Hearing, also regarded as 
an article in Adv. Exp. Med. Biol. 894) 

(7) 古川茂人 (2018) "2.2.1 音の物理的特性," 基礎心理学実験法ハンドブック（日本基礎心理学会 

監修）, 朝倉書店, 74-77. 

(8) 古川茂人 (2018) "2.2.2 デジタル信号処理," 基礎心理学実験法ハンドブック（日本基礎心理学

会 監修）, 朝倉書店, 78-81. 

(9) 古川茂人 (2018) "2.2.6 聴覚心理物理学における基礎的刺激/実験法," 基礎心理学実験法ハン

ドブック（日本基礎心理学会 監修）, 朝倉書店, 90-93. 

(10) 古川茂人 (2018) "第 3 章人の会話を聞きとるしくみってどうなっているの？," ソーシャル・

マジョリティ研究：コミュニケーション学の共同創造（綾屋紗月 編著）, 金子書房, 91-131. 

(11) 古川茂人 (2019) "第 3 章 聴覚の基礎," 音響学講座 1 基礎音響学（安藤彰男 編著）, コロ

ナ社, 85-143. 

(12) 古川茂人 (2019) "2-4 音楽・ピッチ感覚," 生き物と音の事典（生物音響学会 編）, 朝倉書

店, 36-37. 

(13) 古川茂人 (2019) "2-23 音源定位の仕組み," 生き物と音の事典（生物音響学会 編）, 朝倉書

店, 74-75. 

(14) 古川茂人 (2021) 音響学講座 5 聴覚（編）, コロナ社. 

(15) 古川茂人, 鈴木陽一 (2021) "第 3 章 検出閾値・ラウドネス・強度弁別," 音響学講座 3 聴覚

（古川茂人 編著）, コロナ社, 49-74. 

(16) 古川茂人(2021) "第 4 章 時間情報処理," 音響学講座 3 聴覚（古川茂人 編著）, コロナ社, 
75-97. 

 

招待講演(再掲含む) 

(1) S. Furukawa, K. Maki, H. Riquimaroux, M. Kashino (2002) "Context dependency of responses to the 
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interaural phase difference in the inferior colliculus," Forum Acusticum Sevilla 2002, 3rd European 
Congress on Acoustics (2002.9.16-20, Sevilla, Spain). 

(2) 古川茂人 (2007) "聴覚皮質のニューロン集団による空間の符号化," 第 84 回日本生理学会大

会・ランチョンセミナー (2007.3.21 大阪). 

(3) 古川茂人 (2007) "聴覚空間知覚の神経機構," 第 40 回知覚コロキウム (2007.3.30 箱根) 

(4) 古川茂人 (2007) "聴覚中枢における空間情報表現," 豊橋科学技術大学メディア科学リサーチ

センター 視聴覚コア・ワークショップ 聴覚皮質研究会 (2007.11.27 豊橋). 

(5) S. Furukawa, K. Maki (2009) "Transform of auditory space representation along the mammalian 
collicular pathway," Seminars in Hearing and Communication Science, University of Washington, 
(2009.2.13, Seattle, USA).  

(6) S. Furukawa, K. Maki (2009) "Transform of auditory space representation along the mammalian 
collicular pathway," 第 14 回聴覚研究フォーラム（2009.12.6 大津）.  

(7) S. Furukawa (2011) " Processes for interaural time and level differences: to what extent are they 
independent and where are they integrated?," 161st Meeting of the Acoustical Society of America 
(20011.5.23-27, Seattle, USA).  

(8) 古川茂人 (2011) "「聞こえ」を支える脳の働き," 日本補聴器技能者協会 研修会(2011.8.4 東

京). 

(9) 古川茂人 (2012) "聴皮質における空間表現," 第 89 回日本生理学会大会 (2012.3.31 松本). 

(10) 古川茂人，西田鶴代，近藤公久，筧一彦 (2012) "両耳間時間差の変調情報の周波数チャンネ

ル間統合," 日本音響学会秋季研究発表会(2012.9.21 長野). 

(11) 古川茂人(2012) "両耳間時間差の脳内処理メカニズムへの心理物理学的アプローチ," 第 36 回

人工知能学会 AI チャレンジ研究会(2012 年 11 月横浜). 

(12) 古川茂人(2013) "聴覚の時間情報処理," 日本聴覚医学会 第 10 回内耳ひずみ研究会(2013 年 7
月 東京). 

(13) 古川茂人(2014) "人の会話を聞き取る仕組みってどうなっているの？," ソーシャル・マジョリ

ティ研究会セミナー2014 (2014 年 7 月 東京). 

(14) S. Furukawa, H. Liao, S. Kidani, M. Yoneya, M. Kashino, (2014), "Evaluating the salience of auditory 
events through eyes," 7th Forum Acusticum Krakow 2014, (2014.9.7-14, Krakow, Poland) 

(15) 古川茂人(2014) "聴覚的顕著性へのアプローチ," 人間の視覚的注意の分析と応用, 国立情報

学研究所共同研究ミーティング(2014 年 9 月 軽井沢). 

(16) 古川茂人(2014) "聞きたい音を聞く耳と脳の仕組み," 日本音響学会東海支部 平成 26 年度技

術講習会(2014 年 11 月 名古屋). 

(17) 古川茂人(2016) "身体から読み取る「聞こえ」," HCC 研究会 平成 28 年度新年互礼会 (2016
年 1 月 大阪). 

(18) 古川 茂人(2016) "「隠れた難聴」とその評価," 日本音響学会春季研究発表会(2016 年 3 月 横

浜). 

(19) 古川 茂人(2016) "聴覚研究のための基礎知識," 日本音響学会第 18 回サマーセミナー「音響

学の基礎と最近のトピックス」(2016 年 9 月 白馬). 

(20) 古川 茂人(2016) "ざっくりわかる聴覚生理," 日本音響学会春季研究発表会スペシャルセッシ

ョン (2016 年 9 月 富山). 
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(21) 古川 茂人(2017) "生体反応計測による選択的聴取メカニズムの探究," 日本聴覚医学会 第

65 回聴覚生理研究会 (2017 年 10 月 福岡). 

(22) 古川 茂人(2018) "身体反応から探る聴覚のメカニズム," 北陸先端科学技術大学院大学 情報

科学系セミナー (2018 年 1 月 能美). 

(23) S. Furukawa (2018), "Eye metrics as indicators of auditory salience?,", Symposium: Understanding 
auditory salience, 41st ARO Midwinter Meeting (2018.2.13, San Diego, CA). 

(24) S. Furukawa, H. Terashima, T. Koumura, H. Tsukano (2018), "Data-driven approaches for unveiling 
the neurophysiological functions of the auditory system," Seminar on brain, hearing and speech sciences 
for universal speech communication (2018.10.29 Sendai, Japan). 

(25) 古川 茂人(2019) "隠れた聴覚機能を探る," 感覚研究ワークショップ センシング医工学の現

状と展望 (2019 年 6 月 神戸). 

(26) 古川 茂人(2019) "隠れた聴覚機能へのアプローチ," 千葉大学グローバルプロミネントリーデ

ィング育成研究プログラム・先進的骨伝導コミュニケーション 第 1 回シンポジウム・意見交

換会 (2019 年 9 月 千葉). 

(27) 古川 茂人(2020) "聴覚中枢メカニズムの理解に向けたアプローチ," 第 4 回感覚研究フロンテ

ィア シンポジウム ～感覚器から統合機構までの総合的理解と臨床医学への展望～ (2020
年 10 月 オンライン開催). 

(28) 古川茂人 (2021) "瞳孔・眼球運動反応からの注意へのアプローチ," 日本音響学会春季研究発

表会(2021.3.10). [招待講演；2020 春季研究発表会での誌上発表と同内容]. 

(29) 古川茂人 (2021) "錯覚による感覚の理解とその応用," 第 15 回日本分子イメージング学会学

術講演会 特別講演(2021.5.26). 

(30) 古川茂人 (2021) "錯覚による感覚の理解とその応用," 第 15 回日本分子イメージング学会学

術講演会 特別講演(2021.5.26). 

(31) 古川茂人 (2022) "瞳孔・眼球運動反応からの聴覚的注意へのアプローチ," 第 7 回視覚生理学

基礎セミナー(2022.2.20). 

 
メディア 

(1) EE Times Japan「あなたの知らない「音」の世界、体に起こる不思議な反応」にて研究紹介, 
http://eetimes.jp/ee/articles/1506/05/news033.html  (2015 年 6 月 5 日) 

(2) KBS 京都 テレビ番組「京 bizS」にて研究紹介 (2015 年 7 月 10 日) 

(3) The Psychonomic Society の Featured Content として、瞳孔径反応に関する研究紹介, 
http://www.psychonomic.org/featured-content-detail/drawing-curtains-of-windows-into-soul （2015 年 8
月 31 日） 

(4) 日経産業新聞「眼の動きで感情見抜く：ＮＴＴ 眼球の変化、1 秒 1000 回撮影」にて技術紹

介, http://www.nikkei.com/article/DGXMZO07441910Q6A920C1X90000/  (2016 年 9 月 21 日) 

(5) J Wave ラジオ番組「Koh Gen Do Words Alive」にて瞳孔・眼球運動に現れるココロについて

コメント, (2017 年 9 月 29 日) 

(6) NTT 持株会社ニュースリリース「音を認識するために訓練された深層ニューラルネットワー

クが脳における音の表現と類似した表現を獲得することを発見 ～動物の脳が進化の過程で音

認識に適した性質を獲得してきた可能性を示す～」, 
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https://www.ntt.co.jp/news2019/1907/190710a.html  (2019 年 7 月 10 日) 

(7) 日経産業新聞「音声認識 AI、哺乳類の脳に似る」にて研究紹介 (2019 年 7 月 18 日) 

(8) 科学新聞「音を認識するため訓練した DNN 脳の音表現と類似した表現を獲得」にて研究紹

介 (2019 年 7 月 26 日) 

(9) 通信興業新聞「音認識訓練された DNN 脳の音の表現と類似」にて研究紹介 (2019 年 7 月

29 日) 

(10) NHK BS プレミアム テレビ番組 「ヒューマニエンス ～“聴覚” 世界をつかむ精緻な

進化～」にて聴覚の音源定位実験のデモおよび解説（2020 年 10 月 8 日) 

 

展示・イベント 

(1)  “環境が教える音の位置～実環境で有効な音源定位手がかり～”, 研究展示, CS研オープンハ

ウス 2003, NTT けいはんなビル (2003 年 6 月 6-6 日) 

(2) “脳の中で伸び縮みする音空間～聴覚空間認知メカニズムの文脈依存性～”, 研究展示, CS 研

オープンハウス 2015, NTT けいはんなビル (2004 年 6 月 10-11 日) 

(3) “聴覚による空間認知の脳内メカニズム”, 研究展示, CS 研オオープンハウス×未来想論 2008, 
NTT けいはんなビル (2008 年 5 月 29-30 日) 

(4) “なぜ聞き取りにくいのか？ ～脳の違いを見つける聴覚検査～”, 研究展示, CS研オープンハ

ウス 2011, NTT けいはんなビル (2011 年 6 月 9-10 日) 

(5) “聞きたい音を聞く脳のメカニズムを探る～心理物理、計算モデル、脳機能計測によるアプロ

ーチ～”, 研究展示, CS 研オープンハウス 2012, NTT けいはんなビル (2012 年 6 月 7-8 日) 

(6) “聞きとりの得意な人、不得意な人は何が違う？～聴覚基礎特性の個人差の元を探る～”, 研
究展示, CS 研オープンハウス 2014, NTT けいはんなビル (2014 年 6 月 5-6 日) 

(7) “あなたの"聞こえ"を測ります～生体反応に現れる音の知覚世界～”, 研究展示, CS 研オープ

ンハウス 2015, NTT けいはんなビル (2015 年 6 月 4-5 日) 

(8) “見えてきた"聞こえ"の世界～生体計測で探る聴覚の隠れた働き～”, 研究講演, CS 研オープ

ンハウス 2015, NTT けいはんなビル (2015 年 6 月 5 日) 

(9) “目の動きからユーザの「ココロ」を推定します～眼球運動・瞳孔径に基づくマインドリーデ

ィング技術～”, 研究展示, NTT R&D フォーラム 2016, NTT 武蔵野研究開発センタ (2016 年 2 月

18-19 日) 

(10)  “分かってきた耳の繊細な働き～内耳における振幅変調ー周波数変調変換システム～”, 研
究展示, CS 研オープンハウス 2016, NTT けいはんなビル (2016 年 6 月 2-3 日) 

(11) “「自然な」音を調べて聴覚を理解する～バイノーラル録音や空間残響に着目した聴覚再考～”, 
研究展示, CS 研オープンハウス 2017, NTT けいはんなビル (2017 年 6 月 1-2 日) 

(12) “無意識の目の動きからココロを読む～微小眼球運動から潜在的な心を解読する技術～”, 研
究展示, CS 研オープンハウス 2017, NTT けいはんなビル (2017 年 6 月 1-2 日) 

(13) “音への注意を眼で測る～瞳孔反応に現れる聴覚空間注意～”, 研究展示, CS 研オープンハウ

ス 2018, NTT けいはんなビル (2018 年 5 月 31 日-6 月 1 日) 

(14) “人工知能で人の聴こえの仕組みを理解する～機械学習モデルによる聴覚神経機構の分析～”, 
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研究展示, CS 研オープンハウス 2018, NTT けいはんなビル (2018 年 5 月 31 日-6 月 1 日) 

(15) “鳥の声で喋り、水の泡で演奏する～聴覚信号処理モデルを用いた音のテクスチャ変換～”, 
研究展示, CS 研オープンハウス 2019, NTT けいはんなビル (2019 年 5 月 30-31 日) 

(16) “微小な眼球運動から垣間見る認知状態～眼球運動の動特性と認知タスク・瞳孔径の関係～”, 
研究展示, CS 研オープンハウス 2020, Web 公開 (2020 年 6 月 4 日公開) 

 
競争的資金 

(1) 総務省 戦略的情報通信研究開発推進制度（SCOPE）研究開発課題「聴覚的顕著性の操作に

基づく、音響情報の選択的強調技術の創出」研究代表者 (2012-2014) 

(2) 文科省 科研費新学術領域研究「構成論的発達科学 （計画班：当事者研究による発達障害

原理の内部観測理論構築とその治療的意義）」 連携研究者 (2012-2017) 

(3) 文科省 科研費新学術領域研究「多様な質感認識の科学的解明と革新的質感技術の創出 （計

画班：信号変調に基づく視聴触覚の質感認識機構）」研究分担者 (2015-) 

 
対外活動 

(1) 日本音響学会 

(ア) 聴覚研究委員会 幹事 2005 年 4 月～2008 年 3 月； 副委員長 2015 年 5 月～2017 年

5 月 

(イ) 学会誌編集委員 （論文部会）2009 年 6 月～2015 年 6 月 （会誌部会）2017 年 6 月～

2019 年 5 月 

(ウ) 代議員 2013 年 2 月～現在 

(エ) 理事 2013 年 5 月～2017 年 5 月 

(オ) 音響学講座 編集委員 2015 年 7 月～2021 年 3 月 

(カ) その他 各種選奨選定委員、査読委員、研究発表会座長、国際渉外委員など 

(2) Acoustical Society of America 

(ア) Session co-organizer and co-chair “Perspectives of Research in Overlooked Hearing Problems” 
5th Joint meeting of the Acoustical Society of America and the Acoustical Society of Japan 2016
年 11 月 

(3) Association for Research in Otolaryngology 
(ア) Session co-moderator “Psychophysics: Relating Behavior, Physiology and Models of 

Hearing” 33rd ARO Midwinter Meeting (Anaheim, CA) 2010 年 2 月 

(4) 豊橋技術科学大学 メディア科学リサーチセンター 客員准教授 2008 年～2009 年 

(5) Trends in Hearing 編集委員 2014 年 4 月～ 

(6) 博士学位審査員： 東京工業大学（2015.11）、北陸先端科学技術大学院大学（2017.12） 

(7) Universal Acoustical Communication International Symposium Technical Committee (2018.10) 

(8) 浜松科学館 展示「どこまで聞こえる？」監修(2019.7 ~) 
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(9) 2019 Telluride Neuromorphic Cognition Engineering Workshop, Invited faculty (2019.7) 

(10) 感覚研究コンソーシアム アカデミア特別会員(2019 ~) 

(11) 科学技術振興機構（JST） 戦略的創造研究推進事業さきがけ 生体多感覚システム 領域

アドバイザー (2021.6～) 

 
教育活動 

(1) Supervisor in Experimental Psychology (Hearing) and Japanese, University of Cambridge 1994-1995 

(2) 東京女子大学 「マルチメディアと心理学（聴覚）」 非常勤講師 2010 年～2011 年 

(3) 短期実習生（カルフォルニア工科大学；スタンフォード大学；豊橋技術科学大学；大阪大学；

九州大学）の受入・指導担当 

(4) 博士課程学生（東京大学医学部；東京大学工学部；中京大学）指導 

(5) 東京大学 「認知科学―ヒトの感覚情報処理と工学技術―」 精密工学特別講義Ⅱ 非常勤

講師 2016 年 6 月 24 日 

(6) 京都市立芸術大学 「音楽学特講/音楽学特殊研究」 集中講義 非常勤講師 2016 年 8 月 8
～10 日 

(7) 工学院大学 情報学部情報デザイン学科 「「隠れた」聴覚メカニズムを探る」情報デザイン

先端技術 非常勤講師 2018 年 9 月 25 日 

(8) 東京大学 総合文化研究科 「聴覚の心理学・生理学」生命環境科学特別講義 IV 非常勤講

師 2018 年 9 月 25 日～ 

(9) 九州大学 芸術工学部 「聴覚生理学」 非常勤講師 2020 年 6 月 27-28 日 

 
受賞 

(1) ＮＴＴコミュニケーション科学基礎研究所 所長表彰 研究開発賞, 2009 年 4 月 

(2) 人工知能学会全国大会（第 33 回）優秀賞, 2019 年 11 月 

(3) ＮＴＴコミュニケーション科学基礎研究所 所長表彰 研究開発賞, 2020 年 12 月 

(4) ＮＴＴ先端技術総合研究所 所長表彰 研究開発賞, 2020 年 12 月 


